
第89 回 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム

オンライン教育

「人口減少社会における地域教育の支援ー
T-base の挑戦」

北海道高等学校遠隔授業配信センター
次長 佐藤 豊記



１

受信校数

32校

地域連携校 30校
離島の協力校   2校

受講生徒数

952名

配信授業数

週295時間
※地域連携校：１学年１学級の高校のうち、再編が困
難であり、かつ地元からの進学率が高い高校

T-base基礎データ



国語（古典探究）

地理歴史（地理総合、歴史総合、地理探究、日本史探究、世界史探究）

公民（公共、倫理、政治・経済）

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・Ｂ・Ｃ）

理科（物理基礎、生物基礎、物理、化学、生物、科学と人間生活）

芸術（音楽Ⅰ、書道Ⅰ）

外国語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、論理・表現Ⅰ・Ⅱ）

情報（情報Ⅰ） 家庭科（家庭基礎）

配信教科・科目数(R７) ９教科  30科目

・習熟度別授業の実施
⇒数学、英語

・合同授業の実施

⇒古典探究、数学Ⅰ、数学Ⅲ

・年に２回、対面授業の実施

T-baseの取り組み

・全校で授業時間帯を統一
午前５０分開始、午後２５分開始

    １コマ５０分

・教科外教員や学習支援員が授業
をサポート

受信校の取り組み

T-base令和7年度配信教科及び科目数２



T-base基礎データ

教員数  24名

国語(1) 地・公(3) 数学(6)

理科(4) 音楽(1) 書道(2)

英語(5) 情報(1)家庭（1）
( センター長・次長を含めて計26名）

R7持ち時間数(１人あたり)

16時間 / 週 (最大)

担当校数(１人あたり)

6校 (最大)

Google Chatの活用
紙媒体の資料は原則廃止

朝の打合せを廃止

定例職員会議の廃止
必要に応じてミーティングを実施

校務分掌

教務グループ 総務グループ

進路グループ 研究グループ



T-base 令和7年度の配信科目一覧

配信教科・科目数(R７) ９教科  30科目

合同授業の実施
古典探究（月形・平取）

数学Ⅰ（寿都・本別、清里・津別、松前・森・弟子屈・蘭越、上ノ国・標津）

数学Ⅲ（長万部・津別、清里・羅臼）

４



T-base設置背景の教育課題・目的

教育
課題

小規模校では、大学進学等の

進路希望に対応した教科や

科目の提供が困難

大学進学を目指す生徒は

都市部の高校へ進学

設置
目的

生徒の都市部流出を防ぎ、

ふるさとの発展に貢献する

人材を育成

大学進学に対応した科目を

提供

地域にある地元の小規模校からの進学を支援
令和３年  北海道高等学校遠隔授業配信センター設置

受信校数 令和３年27校 令和４年29校 令和７年32校

５



北海道高等学校遠隔授業配信センターは札幌市北区
屯田（とんでん）にある北海道有朋（ゆうほう）高等学校
内に設置



フリーアドレスの職員室８



配信スペースは15か所（オープンスペース7カ所）８



配信スペースは15か所（オープンスペース7カ所）８



配信スペースは15か所（ブース８カ所）



ブースの様子（1教室あたり5配信×2教室）８
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学校数 中卒者数

S63 : 92,222人

R5 : 41,178人

R13 : 36,312人

H8 : 244校

R5 : 187校

北海道内の中学校卒業者数と高等学校数の推移

※募集停止校、中等教育学校、定通併置校除く

0 0

ピーク時の
約45%

約4,900人減

57校減



1学級 
8.2%

2学級 
22.1%

3学級 
10.2%

4学級以上 
59.4%

1学級 
29.4%

2学級 
14.4%

3学級 
11.2%

4学級以上 
44.9%

平成８年度 令和５年度

学校規模別の道立高校数（第1学年の学級数）

学級数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 計

H8 20 54 25 32 20 19 14 19 10 31 244

R5 55 27 21 21 23 13 14 13 0 0 187

※募集停止校、中等教育学校、定通併置校除く



これからの高校づくりに関する指針（令和５年度改定版）

Ⅱ 地域とつながる高校づくり ３ 地域連携校の充実
(3) 北海道高等学校遠隔授業配信センター

道内のどの地域においても高校生が自らの可能性を最大限に伸ばしていくこ

とのできる多様で質の高い教育環境を提供することを目的に、令和３年４月、有

朋高校内に北海道高等学校遠隔授業配信センター（以下「T-base」という。）を開

設し、地元で学びながら生徒の興味・関心や進学希望等に対応する教科・科目の

授業を年次進行で配信し、連携校及び離島に所在する道立高校の教育課程の充

実を図っています。

令和５年度からは全ての学年で遠隔授業を配信することとしており、引き続き

配信教科･科目の拡大や進路指導体制の充実など、T-baseの配信機能の強化を

進めるとともに、生徒が多様な意見や考えに触れながら協働的な活動を行うこ

とができるよう、教科の特性等を踏まえ、複数校に対して同時に授業配信を行う

など、他校生徒と切磋琢磨できる環境の整備に努めます。

今後は、連携校や離島に所在する高校以外の小規模校への授業配信や進学講

習の合同配信等を検討するとともに、ICTを活用した遠隔教育の普及に向けて取

り組みます。 



授業の様子（書道Ⅰ）８



授業の様子（外部講師連携・フューチャーデザイン）８



授業の様子（英語コミュⅠ）８



授業の様子（歴史総合）８



講習の様子（数学Ⅰ 標準）８



授業の様子（書道Ⅰ）



授業の様子（書道Ⅰ）



授業の様子（海外からの視察）８



受信校でのテストの様子



T-base教員間の授業見学の様子８



T-base教員による機材研究の様子８



T-base教員による機材研究の様子８



2校の合同授業ではメタバースも活用



８
チャットによる情報共有



T-base教員の実験の様子８



T-base教員が作成した手作りプロンプター８



教員研修会８



１ 授業そのものの質の向上
（ベースとして音と映像の重要性）

２ 教員の高いモチベーション
（ワクワク感、一緒に面白がるスタンス、良好な関係性）

３ 新しい学びを生徒と共につくる意識
（機材の使い方、ツールの発見・活用、フラットな人間関係）

４ 理念の共有・課題の共有・情報の共有
（生まれた場所に関係なく、学びの環境を提供する）

５ 受信校との信頼関係
（対面授業を重視、日常的な担当教員との情報共有をシス

テム化）

T-baseの遠隔授業で大切にしていること



ご清聴ありがとうございました m(_ _)m
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